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407 直接不 定胚 誘導法 に お け る 植物体再 生挙動の 解析

（帝京科学 大 ）○水上 美樹 、 武田俊哉 、 松岡　浩

［目的 】　 直接不 定胚誘導法は、植物ホ ルモ ン処理 によ り、 植物の 組織内に新た な細胞

極性を誘導 し、 組織 か ら直接的に不定胚 を誘 導する手法 で あ る 。 脱秀化増殖を行わない

為 、 変異発 生が回避 され る と共に 、由来組織に依存 しな い為 、 高い 繁殖率が期待 される 。

組換 え植物な ど新規品 種 の 効率的生産手法 と して の 利用 が期待され る 。 本研究で は 、 薀

接不定胚 誘導法に つ い て 、 植物体再生効率を 向上 させ る手法 を開発する ために 、 植物体

再生挙動 を明 らか にす る こ とを 目的と した 。

〔方法及び結果 】　 ニ ン ジ ン （夏蒔鮮紅五 寸 ）無菌種 子 由来の 実生下胚 軸を使用 した 。

発芽後約2か ら3 週 間の 下胚軸切片 を 、 分化誘導培地 （MS 固体十 2
，
4D 　O．5mgfL ）に て

所定期間 （1か ら4週闘）培養 した後 、 発展 培地 （MS 固体）に移 し、 不 定胚を誘導 した 。

発展培養30 日目に再生 植物体を計数 した。 切片あたりの 再生植物体数 に は 、 使用切片依

存性 、 特 に下胚軸の 成 長度に 対する強 い 依存性が観察 された 。 直 接不 定胚発 生の ための

使用 組織 の 要件を明 ら か にするために
、 デジ タル カメ ラ を接続 した実体顕微鏡 に よる外

部形 態の 連続観察 、 微 分干渉顕微鏡 、 共焦点 レーザ ー
顕微鏡 に よ る組織 内変化の 観察 を

行っ た 。 そ の 結果 、 切片組織に お ける不定 胚 発生 の 部位依存性 が見 られた 。
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［B的 】 生物 の 共生 や 複 数 の 生 物 に よ る 物 質 変換 な ど の 観点 か ら 、混合培養 の 動特性 を検討す る

こ と は大変重要 で あ る 。我々 は す で に 、乳酸菌 と水素細 菌を用 い た 混合培養に つ い て 、DO 濃度

を 周期 的 に 変化 させ る と、グ ル コ ・．・ス か ら PHB へ の 変換が効率的 に行 わ れ る こ と を理論的、実

験的 に示 して い る 。 本研究で は さら に、培養 pH が混合培養特性 に どの よ うな影響を与える か に

つ い て 検討 した。

【方法及び結果1乳 WtcaLactOCOCCi‘s　lactis　／tTCC 　I　L4S4 と水素細菌Raistonia 　 eutropha 　H　Z6と を用 い 、

天然培地 を用 い て 培養体積 3L 規 模 の バ イ オ リ ア ク タ
ー

実 験 を行 っ た 。 両微 生 物 に と っ て 至 適培

養環境 が 異 な る た め、混合培養 で は 培 養環境 を ど の よ うに 制御す る か が 重 要で ある 。 また 、高濃

度 の 乳 酸 は 両菌体 の 増 殖 を 阻 害 す る ため 乳 酸濃度 を い か に
一一

定低 レ．ベ ル に 制御 する かが重要 で あ

る 。 本研究で は 、オ ン ラ イ ン 乳 酸 セ ン サ お よび グ ル コ
…

ス セ ン サ を用 い て 培養液 の 乳酸濃度 を 5g！L

以 下 に 制 御 した。また DO 濃度 を
一

定 に し て 、　pH を 65 ，7．O，7．5 と変化 させ て、　pH が単独培養お

よび 混合培養特性 に 及 ぼ す影響 につ い て 実験的検討を行 っ た。さ ら に現在 pH と DO 濃度 を 同時

に 変化 させ る 培養方式 に つ い て 検討申で ある 。
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